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Sun Storage 6580および 6780アレイ
ハードウェアリリースノート

このドキュメントには、Sun Storage Common Array Manager (CAM) Version 6.9.xを実行
するオラクルの Sun Storage 6580および 6780アレイに関する、重要なリリース情報が
記載されています。アレイの設置および動作に影響を与える可能性がある問題また
は要件をお読みください。

このリリースノートは、次のセクションで構成されます。

■ 5ページの「このファームウェアリリースについて」
■ 6ページの「キャッシュバッテリの有効期限の通知」
■ 7ページの「アレイについて」
■ 7ページの「システム要件」
■ 13ページの「ALUA/TPGS (VMwareを使用)」
■ 17ページの「重要な修正」
■ 19ページの「制限事項と既知の問題点」
■ 31ページの「製品ドキュメント」
■ 32ページの「ドキュメント、サポート、およびトレーニング」

このファームウェアリリースについて
アレイコントローラのファームウェアバージョン 07.84.44.10は、『Sun Storage
Common Array Managerソフトウェアリリースノート』に記載されている Sun Storage
Common Array Managerの拡張機能とバグ修正を提供します。

プラットフォームおよびファームウェアパッチ ID
ファームウェアバージョン 07.84.44.10は、表 1–1に記載されているファームウェアお
よびプラットフォームパッチとして提供されるCAM 6.9.0_20を必要とします。

1第 1 章
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詳細については、My Oracle Support (MOS) https://support.oracle.comで入手可能な
Sun Storage 6580/6780ファームウェアマトリックスに関するナレッジ記事 (ドキュメン
ト ID 1022298.1)を参照してください。

表 1–1 プラットフォームおよびファームウェアパッチ ID

プラット
フォームパッチ オペレーティングシステム

ファームウェア
パッチ オペレーティングシステム

147416-xx Solaris SPARC 147660-xx Solaris

147417-xx Windows 147661-xx Windows

147418-xx Linux 147662-xx Linux

147419-xx Solaris X86

パッチとアップデートのダウンロード
My Oracle Support (MOS) https://support.oracle.comから最新のプラットフォームお
よびファームウェアのパッチをダウンロードします (表 1–1を参照)。

詳細なパッチのダウンロード手順については、MOSで入手可能なナレッジ記事
1296274.1を参照してください。
■ Common Array Manager (CAM)ソフトウェアおよびパッチをダウンロードする方
法 [ID 1296274.1]

各アレイは、1つのCAM管理ホストのみで管理するべきです。同じアレイを管理す
るために管理ソフトウェアを複数のホストにインストールすると、CAMによって報
告される情報に矛盾が生じる可能性があります。

注 –このリリース情報は定期的に変更されます。更新された情報については、顧客
サービスまたは販売担当者に問い合わせてください。

キャッシュバッテリの有効期限の通知
Sun Storage 6580および 6780アレイでは、バッテリ独自のステータスを維持および表
示するスマートバッテリテクノロジを採用しています。これにより、バッテリのス
テータスがより正確に表示されます。バッテリが充電できなくなった場合は、アレ
イファームウェアによってバッテリの有効期限レポートが表示されるのではな
く、バッテリに交換のフラグが付きます。

詳細については、My Oracle Support (MOS) https://support.oracle.comで入手可能な
Sun StorageTek 2500および Sun Storage 6000アレイの SMARTバッテリ機能に関するナ
レッジ記事 (ドキュメント ID 1207186.1)を参照してください。

キャッシュバッテリの有効期限の通知
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アレイについて
表 1–2に Sun Storage 6580と 6780アレイモデルの比較を示します。

表 1–2 Sun Storage 6580と 6780アレイ構成の比較

6580 6780

アレイあたりの総キャッシュサ
イズ

8、16、または 32Gバイト 8、16、32、または 64Gバイト

ホストポート数 4 Gbpsまたは 8 Gbps 8または 16 (4 Gbpsまたは 8
Gbps)

ホストインタフェースカード 2 2または 4

最大サポートドライブ数 256 448

ディスク読み取り IOPS1 115Kスループット
3000Mバイト/秒

IOPS* 175Kスループット 6400
Mバイト/秒

最大アレイ構成 1x16 1x28

RAW最大容量 512Tバイト 896Tバイト
1 1秒あたりの入出力処理回数。

注 – 61x0アレイから Sun Storage 6580または 6780アレイへのアップグレードはData In
Place Migrationです。

システム要件
Sun Storage 6580および 6780アレイで動作することをテストし、確認されたソフト
ウェア製品とハードウェア製品について、次の各セクションで説明します。

■ 7ページの「ファームウェア要件」
■ 8ページの「ディスクドライブとトレイの容量」
■ 8ページの「アレイ拡張モジュールのサポート」
■ 9ページの「データホストの要件」

ファームウェア要件
このリリースノートで説明する Sun Storage 6580および 6780アレイ機能に必要な
ファームウェアのバージョンは、07.84.44.10です。このファームウェアバージョン
(またはそれ以上)はMy Oracle Supportでダウンロードできます。

システム要件
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▼ コントローラファームウェアの更新
既存のアレイのコントローラファームウェアをアップデートするには、次の手順に
従います。

6ページの「パッチとアップデートのダウンロード」の説明に従って、ソフトウェア
をダウンロードします。

Sun Storage Common Array Managerにログインします。

アップデートするアレイの左のチェックボックスを選択します。

「ファームウェアのベースラインをインストール」をクリックします。

ウィザードの手順に従います。

ディスクドライブとトレイの容量
最新のディスクドライブ情報については、次の場所にある Sun System Handbookにア
クセスしてください。Sun Storage 6580 (https://support.oracle.com/
handbook_private/Systems/6580/6580.html)Sun Storage 6780アレイ (https://
support.oracle.com/handbook_private/Systems/6780/6780.html)

アレイ拡張モジュールのサポート
Sun Storage 6580または 6780アレイに容量を追加するには、次のサービスアドバイザ
の手順を参照してください。

■ 拡張トレイの追加
■ ファームウェアのアップグレード

注意 –すでにデータが保存されているトレイの追加については、データが失われ
ることのないよう、Oracle Supportにサポートを依頼してください。

表 1–3 サポートされる拡張トレイおよび IOMコード

アレイコントローラ ファームウェア 拡張トレイ IOMコード

Sun Storage 6580および
Sun Storage 6780

07.84.44.10 CSM200 98G0

CSM100 FC 9682

CSM100 iSATA 9728

1

2

3

4

5

システム要件
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注 – FLAxxxおよび FLCxxx拡張トレイは、このファームウェアリリースを使用する
Sun Storage 6580および Sun Storage 6780アレイではサポートされていません。

コントローラ、NVSRAM、ディスクドライブ、バージョン、およびファームウェア
ファイルなど、その他のベースラインファームウェアの情報は、『Sun Storage Array
Baseline Firmware Reference』を参照してください。

データホストの要件
このセクションでは、サポートされるデータホストソフトウェア、HBA、およびス
イッチについて説明します。

■ 9ページの「マルチパスソフトウェア」
■ 10ページの「サポートされるホストバスアダプタ (HBA)」
■ 12ページの「サポートされる FCおよびマルチレイヤースイッチ」
■ 12ページの「サポートされる上級機能」

マルチパスソフトウェア
Sun Storage 6580および 6780アレイ上のデータにアクセスする各データホストに、マ
ルチパスソフトウェアをインストールする必要があります。

■ ホストバージョンの詳細については、Sun StorageTek 6580/6780マルチパスソフト
ウェア互換性マトリックスを参照してください。

Sun Storage 6580/6780アレイ (https://support.oracle.com/epmos/faces/
DocContentDisplay?id=1484869.1 )

■ MOS (https://support.oracle.com)から最新のRDAC/MPPまたはMPIOフェイル
オーバードライバをダウンロードします。

■ MPxIOドライバは Solaris OSに含まれています
■ 単一パスデータ接続は推奨されていません。詳細については、19ページの「単
一パスデータ接続」を参照してください。

表 1–4 サポートされるOSおよびマルチパスソフトウェア

オペレーティングシステム マルチパスソフトウェア

Solaris 11 11/111 MPxIO

Solaris 11 11/11* ALUA/TPGS MPxIO (TPGS)

Solaris 10u5 (最小)2 MPxIO

1 初期リリース。
2 オラクルでは、最新の Solarisアップデートをインストールすることを推奨します。

システム要件
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表 1–4 サポートされるOSおよびマルチパスソフトウェア (続き)
オペレーティングシステム マルチパスソフトウェア

Oracle Linux 6.3、6.2、6.1、6.0

Oracle Linux 5.8、5.7、5.6、5.5

RDAC/DMMP

RDAC

Oracle Unbreakable Linux

Oracle Unbreakable Linux 2

DMMP

Oracle VM 3.1.1 DMMP

Oracle VM 2.2.2 RDAC

RHEL 6.3、6.2、6.1、6.0

RHEL 5.8、5.7、5.6、5.5

RDAC/DMMP

RDAC

SLES 10.4、10.3、10.2、10.1、10.0

SLES 11.2、11.1、11.0

RDAC/MPP

RDAC/DMMP

Windows 2003 SP2 R2 Non-clustered MPIO

Windows 2003/2008 MSCS Cluster MPIO

Windows 2008 SP1 R2 (64ビットのみ) MPIO

注 – IBM AIXプラットフォームのマルチパスドライバは、Sun Storage 6580および 6780
アレイのVeritas Storage Foundation 5.0に付属するVeritas DMPです。サポートされる
ファームウェアバージョンおよびアレイタイプについては、Veritasに確認してくだ
さい。http://support.veritas.com/からArray Support Library (ASL)をダウンロード
してください。

サポートされるホストバスアダプタ (HBA)
表 1–5、表 1–6、および表 1–7に、オペレーティングシステム別にサポートされる
HBAとそのほかのデータホストプラットフォームの要素を示します。

最新のHBAファームウェアを取得するには、次を実行します。

■ ファイバチャネルHBAの場合は、My Oracle Supportからキーワード “HBA.”を使
用してファームウェアをダウンロードします。ダウンロード手順については、
5ページの「このファームウェアリリースについて」を参照してください。

■ その他のHBAのサポート情報については、製造元のWebサイトを参照してくだ
さい。

■ OSのパッチをインストールする場合は、マルチパスソフトウェアをインス
トールしてから行なってください。

システム要件
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■ オペレーティングシステムの更新は、オペレーティングシステムの製造元のWeb
サイトからダウンロードしてください。

表 1–5 SolarisデータホストプラットフォームでサポートされるHBA

Oracle 2GビットHBA Oracle 4GビットHBA Oracle 8GビットHBA

SG-XPCI1FC-QL2 (6767A)

SG-XPCI2FC-QF2-Z (6768A)

SG-XPCI1FC-EM2

SG-XPCI2FC-EM2

SG-XPCIE1FC-QF4

SG-XPCIE2FC-QF4

SG-XPCIE1FC-EM4

SG-XPCIE2FC-EM4

SG-XPCI1FC-QF4

SG-XPCI2FC-QF4

SG-XPCI1FC-EM4

SG-XPCI2FC-EM4

SG-XPCIE2FCGBE-Q-Z

SG-XPCIE2FCGBE-E-Z

SG-XPCIE1FC-QF8-Z

SG-XPCIE2FC-QF8-Z

SG-XPCIE1FC-EM8-Z

SG-XPCIE2FC-EM8-Z

SG-XPCIEFCGBE-Q8

SG-XPCIEFCGBE-E8

表 1–6 Microsoft WindowsデータホストプラットフォームでサポートされるHBA

HBA1 Oracle 2GビットHBA Oracle 4GビットHBA Oracle 8GビットHBA

QLogic:

QLE 256x

QLE246x

QLA 246x

QLA 234x

QLA 2310F

Emulex:

LP982/LP9802/9802DC

LP9002/LP9002DC/LP952

LP10000/10000DC/LP1050

LP11000/LP11002/LP1150

Lpe11000/LPe11002/
LPe1150/Lpe12000/
LPe12002/Lpe1250

SG-XPCI1FC-EM2

SG-XPCI2FC-EM2

SG-XPCI1FC-QL2

SG-XPCI2FC-QF2-Z

SG-XPCIE1FC-QF4

SG-XPCIE2FC-QF4

SG-XPCIE1FC-EM4

SG-XPCIE2FC-EM4

SG-XPCI1FC-QF4

SG-XPCI2FC-QF4

SG-XPCI1FC-EM4

SG-XPCI2FC-EM4

SG-XPCIE2FCGBE-Q-Z

SG-XPCIE2FCGBE-E-Z

SG-XPCIE1FC-QF8-Z

SG-XPCIE2FC-QF8-Z

SG-XPCIE1FC-EM8-Z

SG-XPCIE2FC-EM8-Z

SG-XPCIEFCGBE-E8

SG-XPCIEFCGBE-Q8

1 サポート情報については、HBAの製造元のWebサイトを参照してください。

システム要件
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表 1–7 LinuxデータホストプラットフォームでサポートされるHBA

HBA1 Oracle 2GビットHBA Oracle 4GビットHBA Oracle 8GビットHBA

QLogic:

QLE 256x

QLE246x

QLA 246x

QLA 234x

QLA 2310F

Emulex:

LP982/LP9802/9802DC

LP9002/LP9002DC/LP952

LP10000/10000DC/LP1050

LP11000/LP11002/LP1150

Lpe11000/LPe11002/
LPe1150/Lpe12000/
LPe12002/Lpe1250

SG-XPCI1FC-EM2

SG-XPCI2FC-EM2

SG-XPCI1FC-QL2

SG-XPCI2FC-QF2-Z

SG-XPCIE1FC-QF4

SG-XPCIE2FC-QF4

SG-XPCIE1FC-EM4

SG-XPCIE2FC-EM4

SG-XPCI1FC-QF4

SG-XPCI2FC-QF4

SG-XPCI1FC-EM4

SG-XPCI2FC-EM4

SG-XPCIE2FCGBE-Q-Z

SG-XPCIE2FCGBE-E-Z

SG-XPCIE1FC-QF8-Z

SG-XPCIE2FC-QF8-Z

SG-XPCIE1FC-EM8-Z

SG-XPCIE2FC-EM8-Z

SG-XPCIEFCGBE-E8

SG-XPCIEFCGBE-Q8

1 サポート情報については、HBAの製造元のWebサイトを参照してください。

サポートされる FCおよびマルチレイヤースイッチ
次の FCファブリックとマルチレイヤースイッチで、データホストと Sun Storage 6580
および 6780アレイを接続できます。
■ Sun StorEdge Network 2Gb FC Switch - 8、16、および 64
■ Brocade SilkWorm 200E/300/4100/4900/5000/5100/5300/7500/48000/DCX
■ Cisco 9124/9134/9216/9216i/9222i/9506/9509/9513
■ McDATA 6140/i10K/QPM 4 Gbブレード (6140用)
■ QLogic SANBox 5602/9000

サポートされる上級機能

Tier 1のサポート

Sun Storage 6180アレイは、Tier 1に分類されるライセンス利用可能な機能をサポート
しています。Tier 1に分類されるアレイには、StorageTek 6140および Sun Storage 6180
アレイが含まれます。

Sun Storage 6180で利用可能なライセンス
■ ドメイン:基本の 8ドメイン

システム要件
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■ ドメインのアップグレード: 8ドメインから 128ドメインへのアップグレード
■ コピーサービス:スナップショットおよびボリュームのコピー
■ ディスク暗号化サービス
■ Remote Volume Mirroring

Tier 2のサポート

Sun Storage 6580および 6780アレイは、次のTier 2に分類されるアレイのライセンス
利用可能な機能をサポートしています。Tier 2に分類されるアレイには、StorageTek
6540、Sun Storage 6580、および Sun Storage 6780アレイが含まれます。

Sun Storage 6580および 6780で利用可能なライセンス
■ ドメイン:基本の 16ドメイン
■ ドメインのアップグレード: 16ドメインから 256ドメインへのアップグレード
■ ドメインのアップグレード: 256ドメインから 512ドメインへのアップグレード
■ コピーサービス:スナップショットおよびボリュームのコピー
■ ディスク暗号化サービス
■ Remote Volume Mirroring

ALUA/TPGS (VMwareを使用)
次の手順では、VMwareがサポートされるALUA/TPGSを追加する方法について説明
します。ファームウェア 07.84.44.10から、ALUA/TPGS対応アレイは
VMW_SATP_ALUAプラグインによって管理されます。07.84.44.10より前のファーム
ウェアがインストールされたアレイは、現在のVMW_SATP_LSIプラグインによって
管理されます。

前提条件:

1. 07.84.44.10より前のファームウェアバージョンをコントローラにロードします。
2. 現在のストレージアレイデバイスは標準のVMW_SATP_LSIプラグインによって
管理されます。

3. 管理ホストが利用可能です。
4. ファームウェア 07.84.44.10から、ALUA/TPGS対応アレイはVMW_SATP_ALUAプ
ラグインによって管理されます。

5. TPGS以外のアレイは現在の標準のVMW_SATP_LSIプラグインによって管理され
ます。

6. サポートされるパスポリシーは引き続きRound-Robin (RR)またはMost Recently
Used (MRU)です。

詳細については、次のガイドのいずれかを参照してください。6580アレイのVMware
互換性に関するガイド: (http://www.vmware.com/
resources/compatibility/

ALUA/TPGS (VMwareを使用)
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detail.php?deviceCategory=san&26;productid=10010&26;deviceCategory=san&26;partner

=393&26;keywhttp://www.vmware.com/resources/compatibility/

detail.php?deviceCategory=san&26;productid=9272&26;deviceCategory=san&26;partner

=393&26;keyword=6580&26;isSVA=1&26;page=1&26;display_interval=10&26;sortColumn

=Partner&26;sortOrder=Asc)

6780アレイのVMware互換性に関するガイド: (http://www.vmware.com/
resources/compatibility/

detail.php?deviceCategory=san&26;productid=9271&26;deviceCategory=san&26;partner

=393&26;keyword=6780&26;isSVA=1&26;page=1&26;display_interval=10&26;sortColumn

=Partner&26;sortOrder=Asc)

▼ 手順 (オフライン) - ESX4.1U2、ESXi5.0以前の場合
ファームウェア 07.84.44.10が管理ホストにインストールされていることを確認しま
す。

現在、VMware (つまり、ESXi5.0および 4.1u1/u2)では、TPGSビットが有効になって
いるアレイを要求するVMW_SATP_ALUAを選択するための要求規則は自動的に設
定されません。ESXで要求規則を手動で追加する必要があります。

次の例では、VID/PID = SUN/STK6580_6780を使用して 6580または 6780の要求規則
を追加します。

a. ESX 4.1Uxで SATP規則を手動で追加するには、次の手順に従います。
ESXホストへの端末を開き、次のコマンドを入力します。

# esxcli nmp satp deleterule -s VMW_SATP_LSI -V SUN -M STK6580_6780

# esxcli nmp satp addrule -V SUN -M STK6580_6780 -c tpgs_off -s VMW_SATP_LSI

ESXホストをリブートします。

b. ESXi 5.0で SATP規則を手動で追加するには、次の手順に従います。
ESXホストへの端末を開き、次のコマンドを入力します。

# esxcli storage nmp satp rule add -s VMW_SATP_ALUA -V SUN -M STK6580_6780 -c
tpgs_on

ESXホストをリブートします。

要求規則が ESXに追加されたことを確認します。

■ ESX 4.1

a. すべての要求規則の一覧を表示するには、# esxcli nmp satp listrulesを入力します。

1

2
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b. VMW_SATP_LSIの要求規則のみを表示するには、# esxcli nmp satp listrules -s
VMW_SATP_LSIを入力します。

c. VID/PIDの要求規則が SUN/STK6580_6780であり、'Claim Options' 'tpgs_off'フラグが
指定されていることを確認します。

■ ESXi 5.0

d. すべての要求規則の一覧を表示するには、# esxcli storage nmp satp rule listを入力し
ます。

e. VMW_SATP_ALUAの要求規則のみを表示するには、# esxcli storage nmp satp rule list -s
VMW_SATP_ALUAを入力します。

f. VMW_SATP_ALUAの要求規則がVID/PID SUN/STK6580_6780であり、'Claim Options'
'tpgs_off'フラグが指定されていることを確認します。

ストレージアレイコントローラをファームウェア 07.84.44.10およびNVSRAM
バージョンにアップグレードします。

ホスト管理クライアントから、ホストOSタイプが「VMWARE」に設定されているこ
とを確認します。ファームウェア 07.84.44.10から、「VMWARE」ホストタイプではデ
フォルトでALUAビットとTPGSビットが有効になります。

手動再スキャンを実行して、TPGS/ALUA対応デバイスがVMW_SATP_ALUAプラグイン
によって要求されていることを ESXホストから確認します。

ホストがALUAプラグインを使用していることを確認するには、次の手順に従いま
す。

■ ESX 4.1

a. コマンド # esxcli nmp device listを実行します。

b. ストレージアレイタイプの値は、ファームウェア 07.84.44.10がインストールされ
ているアレイからのすべてのデバイスで「VMW_SATP_ALUA」になりま
す。ファームウェアが 07.84.44.10より前のアレイでは、値は「VMW_SATP_LSI」で
す。

■ ESXi 5.0

c. コマンド # esxcli storage nmp device listを実行します。

3
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d. ストレージアレイタイプの値は、ファームウェア 07.84.44.10がインストールされ
ているアレイからのすべてのデバイスで「VMW_SATP_ALUA」になりま
す。ファームウェアが 07.84.44.10より前のアレイでは、値は「VMW_SATP_LSI」で
す。

▼ 手順 (オフライン) - ESX4.1U3、ESXi5.0U1以上から
ファームウェア 07.84.44.10が管理ステーションにインストールされていることを確
認します。

ESXi5.0 U1および ESX4.1U3から、VMwareでは、TPGSビットが有効になっているアレ
イを管理するためにVMW_SATP_ALUAプラグインを選択する要求規則が自動的に指定
されます。TPGSビットが無効になっているすべてのアレイが、引き続き
VMW_SATP_LSIプラグインによって管理されます。

ストレージアレイコントローラをファームウェア 07.84.44.10およびNVSRAM
バージョンにアップグレードします。

ホスト管理クライアントから、ホストOSタイプが「VMWARE」に設定されているこ
とを確認します。ファームウェア 07.84.44.10から、「VMWARE」ホストタイプではデ
フォルトでALUAビットとTPGSビットが有効になります。

手動再スキャンを実行して、TPGS/ALUA対応デバイスがVMW_SATP_ALUAプラグイン
によって要求されていることを ESXホストから確認します。

ホストがALUAプラグインを使用していることを確認するには、次の手順に従いま
す。

■ ESX 4.1

a. コマンド # esxcli nmp device listを実行します。

b. ストレージアレイタイプの値は、ファームウェア 07.84.44.10がインストールされ
ているアレイからのすべてのデバイスで「VMW_SATP_ALUA」になりま
す。ファームウェアが 07.84.44.10より前のアレイでは、値は「VMW_SATP_LSI」で
す。

■ ESXi 5.0

c. コマンド # esxcli storage nmp device listを実行します。

1
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d. ストレージアレイタイプの値は、ファームウェア 07.84.44.10がインストールされ
ているアレイからのすべてのデバイスで「VMW_SATP_ALUA」になりま
す。ファームウェアが 07.84.44.10より前のアレイでは、値は「VMW_SATP_LSI」で
す。

重要な修正
ファームウェアリビジョン 07.84.44.10では次の修正が提供されます。

15704695 (CR 7030331) — 6x80/2500_M2:コントローラ Summ pg IPv6のルーティング可
能アドレスに正しい値が表示されない

15759870 (CR 7119324) —電源の停止後に 3つの LED (「Service Allowed」、「Service
Required」、「Power OK」)がコントローラ PSUでオンになる

15767160 (CR 7131261) —失敗した書き込みバッファーでのエラーフラグが誤ってク
リアされ、最終的に古い I/Oが発生する

15778292 (CR 7152868) — ASSERT: Assertion failed: lu, file hidDstDevice.cc, line 74が原因で
コントローラがリブートする

15818269 (CR 7200803) — 2500M2/6x80コントローラの 2回目の再挿入後に書き込み
キャッシュが有効/非アクティブになる

15810254 (CR 7191711) — (symTask2): PANIC: Assertion failed: file cacheCacheMgr.cc, line
10071

15680299 (CR 6998633) — ESM/IOMカードがリブートし、イベントログにエラーが記
録されることがある

15720063 (CR 7051420) —アプライアンス SN: 001115E0NAHHでの 600G 15K SEAGATE
SMART障害

15766957 (CR 7131010) — FW 0605が、CAM 6.9で ST330057SSUN300Gおよび
ST360057SSUN600Gのアップグレードパスにない

15770825 (CR 7142578) — X4370M2 Seagate HDDの多数のドライブ障害

15743119 (CR 7093236) — 6x40:書き込みキャッシュが、ICCの交換後に 1台のコント
ローラで無効のままになる。

15756478 (CR 7114196) — 6x40/6x80:ドライブの交換中にコントローラがリブートする
- SATAの場合は FC、FCの場合は SATA

15573171 (CR 6856441) — 6x40:容量 (ドライブ)をVGに追加したあとでトレイ損失保
護が失われる。

重要な修正
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15761011 (CR 7121304) — 6x40: RVMペアのプライマリボリュームを拡張すると、両方
のアレイコントローラがオフラインになる。

15778119 (CR 7152626) — 2500LCA/6x40:管理クライアントのGMT tzが原因でCAMか
ら失効が近いバッテリをリセットできない

15791360 (CR 7168377) — 6x80/6x40/2500-LCA/2500-M2:代替コントローラから読み取
ることでマルチビット ECCエラーを回復できない

15791363 (CR 7168380) — 2500M2- snowmassでRPAスクラブ後に SB ECCの報告が有効
にならない

15792036 (CR 7169253) — 2500M2/2500LCA/6x40/6x80: DDCがAIO後に完全な情報を収
集しなかった

15802541 (CR 7182597) — 07.60.56.10以下のコードが実行されている 6x40/6x80
が「unrecovered read」エラーを取得するが、VDDがエラーを回復しない

15802542 (CR 7182598) — 07.60.56.10以下のコードが実行されている 6x40/6x80
が「unrecovered read」エラーを取得するが、VDDがエラーを回復しない

15763203 (CR 7125089) — 2500LCA/2500M2/6x80/6x40: 7.xコードが警告なしでメディア
のスキャンを中断することがある。

15810495 (CR 7191991) —ファームウェア E5C4がCAM6.9.0_19を使用する
D_HUS1561FCSUN600G_E6C0.dlpのアップグレードパス内にない

15691552 (CR 7012227) — Seagateディスクでの書き込みパフォーマンスの問題

15695312 (CR 7017161) — Seagate ST32502N HDDでの低速なディスクパフォーマンス

ファームウェアリビジョン 07.80.62.10では、Sun Storage 6180アレイ用の次の修正が
提供されます。

15763203 (CR 7125089) — 2500LCA/2500M2/6x80/6x40: 7.xコードが警告なしでメディア
のスキャンを中断することがある。

15767948 (CR 7132372) — 2500-m2/6180:学習サイクル中に rev07バッテリで障害が発生
する

15769192 (CR 7134932) — 2500-M2/6180:充電禁止ビットセットが原因の不完全な
バッテリ学習サイクル

15791360 (CR 7168377) — 6x80/6x40/2500-LCA/2500-M2:代替コントローラから読み取
ることでマルチビット ECCエラーを回復できない

15791363 (CR 7168380) — 2500M2- snowmassでRPAスクラブ後に SB ECCの報告が有効
にならない

重要な修正
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15792036 (CR 7169253) — 2500M2/2500LCA/6x40/6x80: DDCがAIO後に完全な情報を収
集しなかった

制限事項と既知の問題点
次の各セクションでは、今回の製品リリースに関する制限事項、既知の問題点、お
よびバグ (またはCR)について説明します。バグに対して利用できる推奨回避策があ
る場合は、バグの説明のあとに示されます。

■ 19ページの「設置とハードウェア関連の問題」
■ 20ページの「コントローラに関する問題」
■ 30ページの「ドキュメントに関する問題点」

このリリースで行われたバグ修正の詳細については、『Sun Storage Common Array
Managerソフトウェアリリースノート』を参照してください。

設置とハードウェア関連の問題
このセクションでは、Sun Storage 6580と 6780アレイのインストールと初期構成に関
連する既知の問題点とバグについて説明します。このセクションでは、Sun Storage
6580と 6780アレイのハードウェアとファームウェアに関連する一般的な問題点につ
いて説明します。

単一パスデータ接続
単一パスデータ接続では、異機種混在のサーバーグループが、単一の接続で 1つの
アレイに接続されます。この接続は技術的には可能ですが、冗長性がないため、接
続エラーが発生するとアレイにアクセスできなくなります。

注意 –シングルポイント障害のため、単一パスデータ接続は推奨されていません。

トレイのリンクレートの設定
拡張トレイのトレイのリンクレートを設定する場合、同じドライブチャネルに接続
されたすべての拡張トレイは、同じデータ転送レート (速度)で動作するように設定
する必要があります。

トレイのリンクレートを設定する方法の詳細は、『Sun Storage 6580および 6780アレ
イハードウェア設置マニュアル』の「トレイのリンクレートの設定」を参照してく
ださい。

制限事項と既知の問題点
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コントローラに関する問題

smartd監視が有効な SLES 11.1使用時のログイベント
バグ 15693183 (CR7014293) – Sun Storage 2500-M2または 6780のいずれかのアレイで
smartd監視が有効な SLES 11.1ホストにボリュームがマッピングされているとき
に、「IO FAILURE」および「Illegal Request ASC/ASCQ」ログイベントを受信するこ
とがあります。

回避方法 – smartd監視を無効にするか、メッセージを無視します。これはホストOS
の問題です。

Oracle Virtual Machine (OVM) Managerの再インストール後に、国際
標準化機構 (ISO)ファイルがフレンドリ名別ではなく汎用固有 ID
(UUID)別に一覧表示される
オペレーティングシステム

■ Oracle OVM 3.0.3

ハードウェア/ソフトウェア/ファームウェア
■ すべてのコントローラ
■ コントローラファームウェアリリース 7.84

問題または制限事項

前のインストールと同じ IDを使用してOVM Managerをホストに再インストールす
ると、この問題が発生します。以前のOVM Managerを使用してインポートされた
ISOファイルシステムは、フレンドリ名ではなくUUIDで名前変更されるようになり
ました。これによって、ISOファイルシステムの特定が困難になります。

回避策

ありません。

ボリュームをOracle Virtual Machine (OVM) Serverからマッピング
解除したあとで、ボリュームが引き続きサーバー上のストレージ
データベースに表示される
オペレーティングシステム

■ 汎用 SCSIプラグインを使用するOVM 3.0.3

ハードウェア/ソフトウェア/ファームウェア
■ すべてのコントローラ

制限事項と既知の問題点
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問題または制限事項

OVM Serverでボリュームをマッピング解除すると、この問題が発生します。OVM
Managerでは、サーバーにまだマッピングされているボリュームとともにこのボ
リュームが引き続き表示されます。影響を受けるボリュームの 1つを仮想マシンに
割り当てようとすると、次のエラーメッセージが表示されます。

disk doesn’t exist

回避策

ボリュームをマッピング解除したあとで、OVM Managerを使用して、これらのボ
リュームをサーバー上のストレージデータベースから削除します。

Oracle Virtual Machine (OVM) Managerユーザーインタフェース
で、1回につき1つのドライブのみを削除対象として選択できる
オペレーティングシステム

■ 汎用 SCSIプラグインを使用するOVM 3.0.3

ハードウェア/ソフトウェア/ファームウェア

■ すべてのコントローラ

問題または制限事項

OVMユーザーインタフェースでは、1回につき 1つのドライブのみを削除対象とし
て選択できます。

回避策

ありません。

コントローラファームウェア (CFW)のダウンロード中、カーネル
がパニック状態になる
オペレーティングシステム

■ UEKカーネルリリース 2.6.32-200.13.1.el5uekを使用するOracle Linux 5.7

ハードウェア/ソフトウェア/ファームウェア

■ すべてのコントローラ
■ コントローラファームウェアリリース 7.84

問題または制限事項

CFWのアップグレード時にこの問題が発生します。CFWのダウンロード時に接続さ
れているホストでカーネルがパニック状態になり、次のメッセージが表示されま
す。

制限事項と既知の問題点
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Kernel panic - not syncing: Fatal exception BUG: unable to handle kernel NULL pointer dereference
at 0000000000000180 IP: [<ffffffff8123450a>] kref_get+0xc/0x2a PGD 3c275067 PUD
3c161067 PMD 0Oops: 0000 [#1] SMP last sysfs file: /sys/block/sdc/dev

回避策

この問題を回避するには、影響を受けるオペレーティングシステムバージョンが稼
働しているホストに接続されたストレージアレイではCFWアップグレードを実行し
ないでください。この問題が発生した場合は、ホストの電源を再投入します。

BCMドライバのロードに失敗する
オペレーティングシステム

■ Windows Server 2012ビルド 9200

ハードウェア/ソフトウェア/ファームウェア

■ すべてのコントローラ
■ コントローラファームウェアリリース 7.84

問題または制限事項

サーバーで BCMドライバをインストールしようとすると、この問題が発生しま
す。ドライバはインストールされますが、コンポーネントによって次のいずれかの
エラーが報告されます。

このデバイスは正しく構成されていません。(コード 1)指定されたファイルがシステ
ムで見つかりません。

または

このデバイスのドライバはインストールされていません。(コード 28)指定された
ファイルがシステムで見つかりません。

回避策

ありません。

コントローラファームウェアのダウンロード中、カーネルがパ
ニック状態になる
オペレーティングシステム

■ UEKカーネルリリース 2.6.32-300.10.1.el5uekを使用するOracle Linux 5.8
■ UEKカーネルリリース 2.6.32-300.3.1.el6uekを使用するOracle Linux 6.2
■ Device Mapper MultiPath Release 0.4.9-23.0.9.el5およびRelease 0.4.9-46.0.1.el6)

ハードウェア/ソフトウェア/ファームウェア

制限事項と既知の問題点
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■ すべてのコントローラ
■ コントローラファームウェアリリース 7.84

問題または制限事項

コントローラファームウェアのアップグレード時にこの問題が発生します。UEKが
サポートされる、影響を受けるカーネルを使用するホストでは、いずれかの
World-Wide Port Number (WWPN)で devlossエラーが発生し、そのあとでカーネルが
パニック状態になります。

回避策

この問題を回避するには、ホストカーネルをリリース 2.6.32-300.23.1にアップグ
レードします。

この問題が発生した場合は、ホストの電源を再投入します。

ホストのブート時に、デバイス eth0のネットワークインタ
フェースがオンラインにならない
オペレーティングシステム

■ UEKカーネルRelease 2.6.32-300.10.1.el5ueを使用するOracle Linux 5.8

ハードウェア/ソフトウェア/ファームウェア

■ コントローラファームウェアリリース 7.84

問題または制限事項

多数 (112+)のボリュームがホストにマッピングされているときに、ホストのブート
プロセス中にこの問題が発生します。ネットワークインタフェースをオンラインに
する必要があるブートプロセスの時点で、ホストで次のメッセージが表示されま
す。

Bringing up interface eth0: Device eth0 has different MAC address than expected. [FAILED]

ネットワークインタフェースがブートプロセス中にオンラインにならず、そのあと
でオンラインにできません。

回避策

この問題を回避するには、影響を受けるバージョンのOracle Linuxを使用するホスト
にマッピングされているボリュームの数を減らします。ブート後に、追加のボ
リュームをホストにマッピングできます。

制限事項と既知の問題点
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128個を超えるボリュームがホストにマッピングされているとき
に、コントローラのリセット後に、最初の128個のボリュームの
みへのパスが復元される
オペレーティングシステム

■ UEKカーネルリリース 2.6.32-300.10.1.el5uekを使用するOracle Linux 5.8

ハードウェア/ソフトウェア/ファームウェア
■ すべてのコントローラ
■ コントローラファームウェアリリース 7.84

問題または制限事項

128個を超えるボリュームがホストにマッピングされているときにこの問題が発生
し、両方のコントローラをリブートすると、1つのコントローラのみがオンラインに
なります。ホストにマッピングされている最初の 128個のボリュームのみが、リ
ブート後に入出力 (I/O)操作のためにホストでアクセス可能になります。コント
ローラのリブート中に、ボリュームがホストでアクセス可能になるまでに遅延が生
じる可能性があります。ホストがアクセス不能なボリュームと通信しようとする
と、I/Oタイムアウトが発生します。

回避策

この問題を回避するには、影響を受けるオペレーティングシステムリリースを使用
するホストに 128個を超えないボリュームをマッピングします。問題が発生した場
合は、コントローラが再度オンラインになったあとでmultipathコマンドを再実行し
ます。

117個を超えるボリュームをOracle Virtual Machine (OVM) Manager
データベースに追加できない
オペレーティングシステム

■ Oracle VM 3.0.3

ハードウェア/ソフトウェア/ファームウェア
■ すべてのコントローラ
■ コントローラファームウェアリリース 7.84

問題または制限事項

117個を超えるボリュームをOVM Managerのデータベースに追加しようとする
と、この問題が発生します。OVM Managerは追加のボリュームをスキャンする
と、次のエラーを返します。

OSCPlugin.OperationFailedEx:'Unable to query ocfs2 devices'

制限事項と既知の問題点
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回避策

この問題を回避するには、これらのボリュームがOVM Serverにマッピングされなく
なったらOVM Managerデータベースからボリュームを削除します。

ストレージアレイに障害が発生した複数のボリュームがあるコン
トローラのリブート後に、ライトバックキャッシュが無効になる
オペレーティングシステム

■ すべて

ハードウェア/ソフトウェア/ファームウェア

■ すべてのコントローラ
■ コントローラファームウェアリリース 7.84

問題または制限事項

ストレージアレイに障害が発生したボリュームがあるときに、コントローラドライ
ブトレイの電源をオフにしてから、再度オンにすると、この問題が発生します。電
源の再投入後にコントローラをリブートすると、復元されたキャッシュデータを
ディスクにフラッシュしようとします。障害が発生したボリュームが原因でコント
ローラがキャッシュデータをフラッシュできない場合、コントローラのリブート後
にストレージアレイ内のすべてのボリュームはライトスルーモードのままになりま
す。これが原因で、入出力操作のパフォーマンスが大幅に低下します。

回避策

ありません。

複数ノードのフェイルオーバー/フェイルバックイベント中
に、リソースがクラスタで使用可能ではないため入出力 (I/O)操
作がタイムアウトになる
オペレーティングシステム

■ DMMPおよび SteelEye LifeKeeperクラスタリングアプリケーションを使用するRed
Hat Enterprise Linux 6.2

ハードウェア/ソフトウェア/ファームウェア

■ すべてのコントローラ
■ コントローラファームウェアリリース 7.84

問題または制限事項

クラスタがファイルシステムリソースへのアクセスを失うと、この問題が発生しま
す。次のようなメッセージがクラスタログに表示されます。

制限事項と既知の問題点
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Device /dev/mapper/mpathaa not found.Will retry wait to see if it appears.The device node /dev/
mapper/mpathaa was not found or did not appear in the udev create time limit of 60 seconds
Fri Apr 27 18:45:08 CDT 2012 restore: END restore of file system /home/smashmnt11 (err=1)
ERROR: restore action failed for resource /home/smashmnt11 /opt/LifeKeeper/bin/lcdmachfail:
restore in parallel of resource "dmmp19021 "has failed; will re-try serially
END vertical parallel recovery with return code -1

I/Oタイムアウトが発生することがあります。

回避策

この問題が発生する場合は、ストレージアレイで I/O操作を再開します。

NVSRAMのダウンロード後に、NVSRAMをアクティブ化するとコ
ントローラがもう一度リブートする
オペレーティングシステム

■ すべて

ハードウェア/ソフトウェア/ファームウェア

すべてのコントローラ

■ コントローラファームウェアリリース 7.80 - 7.84
■ 問題または制限事項

コントローラがコントローラにロードされたNVSRAMのシグニチャーで破壊を検出
すると、この問題が発生します。コントローラは、物理ドライブからNSVRAMを復
元してからリブートします。

回避策

コントローラが回復して通常の操作を続行します。

コントローラを交換前にオフラインに設定しないと、交換用コン
トローラがオンラインになったときに例外が発生する
オペレーティングシステム

■ すべて

ハードウェア/ソフトウェア/ファームウェア

■ すべてのコントローラ
■ コントローラファームウェアリリース 7.84

問題または制限事項

制限事項と既知の問題点
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コントローラの交換時に標準の手順に従わないと、この問題が発生します。コント
ローラを交換前にオフラインに設定しなかった場合に、交換用コントローラに残り
のコントローラとは異なるファームウェアレベルがあると、ファームウェアの不一
致は正しく検出されません。

回避策

この問題を回避するには、コントローラを交換するための標準の手順に従いま
す。この問題が発生する場合は、例外後に交換用コントローラをリブートする
と、ストレージアレイが通常の操作に戻ります。

ホストとコントローラとの間のケーブルが切断されると、入出力
(I/O)エラーが発生し、代替のコントローラが使用不可になる
オペレーティングシステム

■ Device Mapper Multipath (DMMP)を使用するRed Hat Enterprise Linuxオペ
レーティングシステム

ハードウェア/ソフトウェア/ファームウェア

■ すべてのコントローラ
■ コントローラファームウェアリリース 7.84

問題または制限事項

最大数のボリューム (256)がホストにマッピングされているときに、この問題が発生
します。コントローラとホストとの間のケーブルを切断してから、ケーブルを再接
続した場合、ホストが接続ですべてのボリュームを再検出する前に代替のコント
ローラが使用不可になると、I/Oエラーが発生します。

回避策

少し遅れてからホストはすべてのボリュームを再検出し、通常の操作が再開しま
す。

スナップショット作成中のバックアップの失敗または I/Oエ
ラー、またはクラスタ共有ボリューム (CSV)のバックアップ中の
マウントの失敗
オペレーティングシステム

■ CSVとともにHyper-Vクラスタが実行されているWindows 2008 R2 Server (すべて
のエディション)

問題または制限事項

制限事項と既知の問題点
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CSVのバックアップ操作の開始時にこの問題が発生します。バックアップアプリ
ケーションはVSSプロバイダと通信し、バックアップ操作を開始します。スナップ
ショットボリュームの作成またはスナップショットボリュームのマウントが失敗し
ます。その後バックアップアプリケーションは、CSVのスナップショットの代わり
にCSVをバックアップしようとします。再試行オプションがロック付きで設定され
ている場合、これらのボリュームに書き込まれるかこれらのボリュームから読み取
られるCSVまたはデータにホストされているアプリケーションは、エラーをス
ローする可能性があります。再試行オプションがロックなしで設定されている場
合、バックアップはファイルをスキップします。バックアップアプリケーションお
よびCSVにホストされているアプリケーション、またはCSVに書き込まれるかCSV
から読み取られるデータがボリュームまたはファイルを「ロック」しようとし
て、その結果競合が生じるため、このエラーが発生します。

バックアップ操作と、バックアップ操作が行われているボリュームへの書き込みま
たは読み取り操作を実行しようとするアプリケーションとの間にリソースの競合が
存在する場合は常に、この問題が発生します。

お客様が選択するオプションによっては、バックアップ操作によって次のいずれか
の状況が報告されます。

■ スキップされるファイル
■ アプリケーションによってエラーが報告される
■ バックアップ中のボリュームへの書き込みまたは読み取り操作でエラーが報告さ
れる

回避策

バックアップが行われているCSVでアプリケーションが書き込みまたは読み取り集
中型の作業を行なっていないときに、バックアップ操作を実行します。

また、オプション「Without Lock」の使用時にはファイルはスキップさ
れ、ユーザーはスキップされたファイルで別のバックアップ操作を作成できま
す。詳細については、http://www.symantec.com/docs/TECH195868を参照してくださ
い

読み取ることができないセクターが物理ドライブにあるとき
に、データが誤って読み取られる
オペレーティングシステム

■ Red Hat Enterprise Linux 6.x

ハードウェア/ソフトウェア/ファームウェア
■ すべてのコントローラ
■ コントローラファームウェアリリース 7.84

問題または制限事項

制限事項と既知の問題点
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読み取りの長さに読み取ることができないセクターが含まれている場所への読み取
りを発行すると、この問題が発生します。ホストオペレーティングシステムで
は、読み取ることができないセクターまでのデータが正しく読み取られたと想定さ
れますが、これに当てはまらない可能性があります。Red Hatでバグがオープンされ
ました。詳細については、このサイトにアクセスしてください。 (http://
bugzilla.redhat.com/show_bug.cgi?id=845135)

回避策

メディアエラーが発生しているドライブを交換します。

耐障害モードの Solaris 10ゲストが、ホストの障害時にセカンダ
リ仮想マシン (VM)を再配置できない
オペレーティングシステム

■ Solaris 10 VM

ハードウェア/ソフトウェア/ファームウェア
■ I/O負荷が高く、耐障害モードで構成されているHAクラスタ構成の ESXi 5.1ホス
ト

問題または制限事項

ホストで Solaris 10 (u10)ゲストのセカンダリVMが実行されていたときにホストで障
害が発生すると、この問題が発生します。そのVMのイベントログのメッセージは
次のとおりです。

No compatible host for the Fault Tolerant secondary VM

この問題が発生したときは、ゲストのセカンダリVMは不明ステータスで停止
し、このVMの耐障害を再度有効にすることはできません。応答していないホスト
からセカンダリVMを再配置できないため、耐障害を無効にしてから再度有効にし
ようとすると失敗します。また、同じ理由で耐障害をVMで完全にオフにすること
はできません。

主な問題は、セカンダリVMを再起動するために使用できる十分なリソースが存在
しないことがHAサービスによって報告されることです。ただし、リソースが余る程
のレベルまで、クラスタで使用されるすべてのリソースを減らしたあとでも、十分
に存在しないため、セカンダリVMを実行するクラスタで使用可能なホストがない
とHAサービスで報告されます。ただし、VMで完全に障害が発生したあとで、VM
を再起動して、再度耐障害モードにすることができます。

リンクされたセカンダリVMなしで耐障害対応のVMが非保護で実行されてい
て、何らかの理由でプライマリVMが実行されているホストで障害が発生した場
合、常にVMがシャットダウンされます。Solaris 10ゲストのノード障害シナリオに
おけるセカンダリVMの障害は定期的に再現できます。

制限事項と既知の問題点
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ノード障害が発生したときは、耐障害対応VMのセカンダリVMの復元の問題が
Solaris 10ゲストで発生している可能性があることを確認します。これを確認するに
は、クラスタのVMビューおよびVMのイベントログで vSphereクライアントを調べ
ます。

回避策

ほとんどの場合、次に示す順序でいずれかのアクションを実行することで、問題を
修正できます。1つのアクションを実行して、これが機能しない場合は問題が解決す
るまで次に進みます。

1. 影響を受けるVMで耐障害を無効にして再度有効にします。
2. VMの耐障害を一緒にオフにして、再度オンにします。
3. VMのライブ vMotionを試行して、アクション 1とアクション 2を再試行します。

VMを実行するために耐障害をオフにしてオンにしてもホストのCPUモデルに互換
性がないか、前のアクションの実行後でもセカンダリVMがまだ起動していない可
能性があります。セカンダリVMが起動しない場合、影響を受けるVMを一時的に
シャットダウンして、アクション 2を実行してからVMを再起動する必要がありま
す。

ドキュメントに関する問題点
このセクションでは、Sun Storage 6580と 6780アレイのドキュメントに関する問題に
ついて説明します。

Sun Storage 6780アレイのキャッシュの合計サイズ仕様
『Sun Storage 6580および 6780アレイハードウェア設置マニュアル』(820-6831-11)の
表 1-1で、「総キャッシュサイズ」の値が「16Gバイトまたは 32Gバイト」と誤って
記載されています。CAM 6.6リリースの時点で、改訂された値は「8、16、32、また
は 64Gバイト」です。改訂された値は、このドキュメントの表 1–2に記載されていま
す。

ハードウェア設置マニュアルの誤った配線図
『Sun Storage 6580および 6780アレイハードウェア設置マニュアル』 (p/n 820-6831-11)
で、コントローラAの誤った配線が示されています。図 B-13で、2本のケーブルが
誤ってルーティングされていて、その他の 2本のケーブルが欠落しています。コン
トローラAでは、両方のドライブポート 2と 3がそれぞれアレイ 7とアレイ 6に接続
していますが、アレイ 11とアレイ 10に接続されるべきです。また、コントローラA
からアレイ 6またはアレイ 7へのデータパスケーブルが欠落しています。

回避策:配線マトリックス (図 B-14)を配線ガイドとして使用してください。配線マト
リックスは正確です。
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製品ドキュメント
Sun Storage 6580および 6780アレイの製品ドキュメントは、次のURLで入手できま
す。

http://download.oracle.com/docs/cd/E19373-01/index.html

http://download.oracle.com/docs/cd/E19373-01/index.html

Sun Storage Common Array Managerの製品ドキュメントは、次の場所から入手できま
す。

http://www.oracle.com/technetwork/documentation/disk-device-194280.html

内容 タイトル

サイト計画の情報 Sun Storage 6580および 6780アレイサイト計画の手引き

規制および安全性に関する情報 Sun Storage Regulatory and Safety Compliance Manual

ラック型アレイの設置に関する概要 Sun Storage 6580および 6780ラック型アレイご使用の手引き

Sun Storage 6580および 6780ラック対応アレイご使用の手引
き

ラックの設置手順 Sun Rack II User's Guide

レールキットの取り付け手順 Sun Modular Storage Rail Kit Installation Guide

PDUの設置手順 Power Distribution Unit Installation Guide for Sun Storage 6580
and 6780 Arrays and Sun StorageTek 2500 and 6000 Array Series

アレイの設置手順 Sun Storage 6580および 6780アレイハードウェア設置マ
ニュアル

Sun StorageTek 6540アレイを Sun
Storage 6580または 6780アレイへ
アップグレードする

Sun Storage 6000 Series Hardware Upgrade Guide

Sun Storage Common Array Managerの
リリースに関する情報

Sun Storage Common Array Managerソフトウェアリリース
ノート

CAMソフトウェアのインストール
および初期構成手順

Sun Storage Common Array Managerクイックスタートガイド

Sun Storage Common Array Managerソフトウェアインス
トールおよび設定マニュアル

コマンド行管理インタフェースリ
ファレンス

Sun Storage Common Array Manager CLIガイド

製品ドキュメント
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ドキュメント、サポート、およびトレーニング
次のWebサイトに追加のリソースがあります。

■ ドキュメント http://www.oracle.com/technetwork/documentation/

oracle-unified-ss-193371.html

■ サポート https://support.oracle.com

■ トレーニング https://education.oracle.com

ドキュメント、サポート、およびトレーニング
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